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1

午
後
の
部
は
サ
ー
ク
ル
活
動
（
詩

吟
・
カ
ラ
オ
ケ
会
・
社
交
ダ
ン
ス
）

の
実
技
発
表
会
が
行
わ
れ
た
。

初
め
に
、
浅
葉
会
長
あ
い
さ
つ
後

「
シ
ニ
ア
川
柳
」
が
数
句
詠
み
あ
げ

ら
れ
、
会
場
か
ら
の
笑
い
を
誘
い
和

や
か
な
雰
囲
気
下
、
伊
藤
副
会
長
の

司
会
で
、
日
頃
、
同
町
内
会
館
で
鍛

え
あ
げ
た
喉
、
ダ
ン
ス
に
お
い
て
は

衣
装
を
ま
と
い
（
ブ
ル
ー
ス
、
ワ
ル

ツ
、
ル
ン
バ
）
等
発
表
会
に
合
わ
せ

鍛
錬
を
重
ね
て

来
た
成
果
が
伺

え
ま
し
た
。

実
技
発
表
が

終
わ
り
「
み
ん

な
の
健
康
体
操
」

の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
「
石
川
克
彦
さ

ん
」
の
身
体
ほ
ぐ
し
の
体
操
後
、
伊
藤

副
会
長
の
閉
会
の
あ
い
さ
つ
で
終
了
と

な
り
ま
し
た
。

～災害時の避難所運営マニュアル訓練～（久里浜地区合同）

11
月
12
日
生
き
が
い
の
家
傘
下
の
手

芸
サ
ー
ク
ル
を
は
じ
め
と
す
る
９
つ
の

サ
ー
ク
ル
と
子
供
会
及
び
会
員
の
趣
味
、

趣
向
で
作
ら
れ
た
作
品
は
、
会
館
の
壁

面
や
飾
り
台
に
所
狭
し
と
ば
か
り
並
べ

ら
れ
て
い
た
。
会
場
が
普
段
の
様
子
か

ら
様
変
わ
り
、
し
ば
し
呆
然
と
見
惚
れ

て
し
ま
う
ほ
ど
力
作
ぞ
ろ
い
、
し
ば
ら

く
眺
め
て
い
た
が
、
手
に
は
カ
メ
ラ
を

取
り
出
し
撮
影
を
は
じ
め
て
い
た
。
こ

の
素
晴
ら
し
い
伝
統
は
コ
ロ
ナ
禍
で
４

年
ぶ
り
と
な
る
が
、
展
示
会
を
い
つ
ま

で
も
続
け
ら
れ
『
久
村
文
化
祭
』
（
仮

称
）
と
命
名
し
、
眠
っ
て
い
る
作
品
を

披
露
し
て
い
た
だ
き
、
町
内
交
流
の
場

と
し
て
続
け
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

久
村
町
内
会

く
む
ら
新
聞

横
須
賀
市
久
村
４
５
１
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作

品

展

示

会

サ
ー
ク
ル
活
動
実
技
発
表
会

参加者全員にて記念撮影

実技発表会の様子

終了後の健康体操

『
久
村
町
内
会
会
員
の
集
合
場
所
』

久
里
浜
２
丁
目
第
２
公
園
に
９
時

に
集
合
し
た
参
加
人
数
は
34
名
、
９

時
10
分
町
内
会
防
災
部
長
よ
り
、
本

日
の
「
訓
練
要
旨
」
説
明
を
受
け
、

参
加
者
一
行
は
、
久
里
浜
中
学
校
に

向
け
徒
歩
に
て
移
動
し
ま
し
た
。

横
須
賀
市
で
は
震
災
時
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
し
て
お
り
ま
す
。
『
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
は
こ
と
細
か
く
細

分
化
さ
れ
、
今
回
訓
練
に
参
加
し
た

５
地
区
の
町
内
会
・
自
治
会
は
運
営

委
員
長
を
ト
ッ
プ
に
５
つ
の
活
動
班

が
地
区
ご
と
に
振
り
分
け
て
担
当
し
、

（
①
総
務
班
②
情
報
・
広
報
班
③
食

料
・
物
資
班
④
環
境
・
衛
生
班
⑤
救

護
・
福
祉
班
）
担
務
内
容
を
避
難
訓

練
に
参
加
し
た
人
た
ち
に
説
明
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
は
１

度
や
２
度
の
訓
練
で
身
に
つ
く
わ
け

で
は
な
く
、
繰
り
返
し
実
施
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

今
回
の
参
加
者
は
『
１
３
０
人
』

『
避
難
所
設
営
訓
練
』

～
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
訓
練
～

久里浜
中学校

12
月
３
日
（
日
）
久
里
浜
地
区
連
合
町
内
会
『
八
幡
町
内
会
・
佐
原
町
内
会
・

ガ
ー
デ
ン
ラ
イ
フ
久
里
浜
自
治
会
・
ク
リ
オ
久
里
浜
自
治
会
・
久
村
町
内
会
』

の
５
地
区
町
内
会
・
自
治
会
は
、
災
害
時
に
久
里
浜
中
学
校
へ
避
難
し
た
場
合
、

ど
の
よ
う
に
運
営
し
て
い
く
か
、
誰
か
が
運
営
し
て
く
れ
る
で
は
な
く
避
難
し

た
人
た
ち
で
運
営
し
て
い
く
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
目
的
で
す
。

久村町内会から３４名参加

坂
道
を
下
り
久
里
浜
中
学
校
へ

震
災
時
に
自
宅
が
倒
壊
す
る
な
ど
し

て
住
居
を
失
っ
た
人
や
自
宅
で
の
生
活

に
危
険
を
伴
う
人
が
一
時
的
に
避
難
生

活
を
お
く
る
場
所
で
あ
る
と
と
も
に
自

宅
で
避
難
生
活
（
在
宅
避
難
）
を
お
く

る
人
へ
の
物
資
配
給
な
ど
、
地
域
へ
の

生
活
支
援
の
拠
点
と
な
る
施
設
で
す
。

横
須
賀
市
で
は
、
施
設
の
耐
震
性
や
一

定
規
模
以
上
の
敷
地
を
有
す
る
市
立
小

中
学
校
指
定
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
震
災
時
避
難
所
に
は
高
齢
者
、

障
害
者
、
妊
婦
、
幼
児
等
の
う
ち
、
特

別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
人
た
ち
も
避

難
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

一
時
福
祉
避
難
所
を
併
設
し
ま
す
。

震
災
時
避
難
と
は

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
訓
練

訓練参加者校庭に集合

11
月
３
日
（
日
）
２
児
の
子
を
持

つ
ご
両
親
が
御
瀧
神
社
に
お
い
て
子

供
の
成
長
を
願
い
七
五
三
の
祈
祷
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

七
五
三
の
由
来
は
平
安
時
代
に
行

わ
れ
た
３
歳
「
髪
置
き
」
５
歳
「
袴

着
」
７
歳
の
「
帯
解
き
」
の
儀
式
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
昔
は
子
供
の
死

亡
率
が
高
か
っ
た
た
め
こ
の
よ
う
な

節

目

に

成

長

を

祝

い

、

子

供

の

長

寿

と

幸

福

を

祈

願

し

た
。

医

療

が

発

達

し

た

現
在
で
も
、
子
供
を
思
う
親
心
に
変

わ
り
は
な
く
現
在
ま
で
受
け
継
が
れ

て
き
ま
し
た
。

御
瀧
神
社

神殿にて七五三の儀式

11
月
14
日
（
火
）
に
明
浜
小
学

校
２
年
生
の
１
組
か
ら
３
組
ま
で

の
生
徒
90
人
と
引
率
の
先
生
方
４

人
が
生
活
科
の
授
業
「
ど
き
ど
き

町
た
ん
け
ん
」
で
久
村
を
探
検
し

に
来
ま
し
た
。
こ
の
授
業
の
目
的

は
、
地
域
の
場
所
と
自
分
と
の
関

わ
り
や
地
域
の
人
に
親
し
み
を
も

ち
な
が
ら
生
活
す
る
こ
と
を
知
る

た
め
の
も

の
で
す
。

久
村
町
内

会
会
長
と

伊
藤
副
会

長
が
御
瀧

神
社
で
出

迎
え
、
久

村
の
歴
史

（
む
か
し

の
様
子
）
を
寸
劇
を
交
え
な
が
ら

説
明
し
、
子
供
た
ち
か
ら
の
多
く

の
質
問
に
受
け
答
え
を
す
る
野
外

授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

『
ど
き
ど
き
町
た
ん
け
ん
』

明
浜
小
学
校
２
年
生
90
名

野外授業に

ひと役！

質問に受け答えする浅葉会長

御瀧神社にて久村の歴史について寸劇を交えな

がら説明する浅葉会長・伊藤副会長


